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これまでの研究を振り返って

大学時代に学んだ界面活性剤との関わりを中心に
北 河 修 治

My Research and Its Relation with Surfactant Study Which I Learned  
in My University Student Days

Shuji KITAGAWA

1.　は じ め に

私は，今春，神戸薬科大学の製剤学研究室教授として
は定年を迎え，また，長らくお世話になった香粧品学会
評議員の定年も迎えた。現在は，2013年 4月からその
任にある神戸薬科大学学長として，教育研究の発展に尽
力している。今回，これまでの研究を振り返って寄稿を
書く機会をいただき，たいへん名誉なことだと思ってい
る。私の研究は 4年生の卒業研究で当時中垣正幸先生が
主任教授であった薬品物理化学研究室に配属したときに
さかのぼる。私の研究テーマは電解質の膜透過に関する
ものであったが，コロイド界面化学の専門領域とする恩
師の影響は大きかったのか，その後，研究を進める中で
界面活性剤と深く関わっていくこととなった。大学時代
に学んだことは，後々の研究の基盤となるので，若い研
究者の皆さんは，ぜひ，今学んでいることを大切にして
ほしい。以下，二つの研究に絞って振り返ってみたい。

2.　 マイクロエマルションによるポリフェノールの効率
的皮膚デリバリーに関する研究

私のポリフェノールに関する研究は，徳島大学薬学部
に勤務していたときに行った血小板凝集阻害作用に関す
る研究に端を発している。一方，経皮吸収については，
1994年に新潟薬科大学で薬剤学研究室の教授に昇任し
た際に取り組み始めた。
ポリフェノールは，Fig. 1にクェルセチンの構造の例
を示すように，①多数のフェノール性水酸基を有するた
め強いフリーラジカル消去作用をもつこと，②金属との
キレート形成作用により，生体内に数多く存在する金属
酵素反応を阻害する作用をもつこと，③疎水性領域と親
水性領域とを併せもち，タンパク質の疎水領域とは疎水
性相互作用により，アミノ基等の親水基とはフェノール
性水酸基との間で水素結合を形成し，タンパク質機能を
修飾する作用をもつ。結果，これら三つの作用により，

ポリフェノールは皮膚をはじめとして，さまざまな組織
で生理機能を修飾する可能性をもつ。皮膚においては，
金属酵素チロシナーゼによるメラニン色素の合成，シワ
の産生原因となるマトリックスメタロプロテイン
（MMPs）によるコラーゲンの分解，セラミダーゼによ
るセラミドの代謝反応等に対して，ポリフェノールは阻
害作用を有する。そのため，シミやシワの産生防御やア
トピー性皮膚炎患者におけるセラミド代謝の抑制を目的
として，ポリフェノールを皮膚に適用することが試みら
れている。しかしながら，ポリフェノールは，一般に水
はもとより，有機溶媒への溶解度も低い。そこで，難溶
解性薬物の経皮吸収改善の目的で用いられるマイクロエ
マルションを利用してポリフェニールの皮膚デリバリー
を改善することを検討した。
マイクロエマルションは，水，油，界面活性剤，補助
界面活性剤から構成される熱力学的に安定で透明な分散
系である。高濃度の界面活性剤，補助界面活性剤を有す
ることから，これらには，生体に害がなく皮膚刺激ので
きるだけ少ないものを選択する必要がある。そこで，ま
ず水相に食塩水，油相にミリスチン酸イソプロピル
（IPM），界面活性剤に Tween80，補助界面活性剤にエタ
ノールを用いた油相の多いマイクロエマルションを調製
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Fig. 1.　ポリフェノールの構造．
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